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キ
ラ
リ
と
輝
い
て
！



情
報
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
の
請
求
も
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

福祉
事務所

・
児
童
手
当
を
受
給
で
き
る
人

3
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
で
、
前
年
（
1
月
か
ら
5
月
ま

で
に
つ
い
て
は
前
々
年
）
の
収
入
が

一
定
額
未
満
の
人
（
公
務
員
は
除
く
）

・
児
童
手
当
額

○
第
1
子
及
び
第
2
子

月
額
　
　
5
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

○
第
3
子
以
降
（
1
人
に
つ
き
）

月
額
　
Ｉ
Ｏ
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

・
特
例
給
付

児
童
手
当
の
所
得
要
件
に
該
当
し

な
い
た
め
、
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ

な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
（
厚
生
年
金
等

に
加
入
し
て
い
る
人
）
に
つ
い
て
は
、

そ
の
人
の
前
年
（
1
月
か
ら
5
月
ま

で
の
手
当
に
つ
い
て
は
前
々
年
）
の

収
入
が
一
定
額
未
満
の
人
に
限
り
、

特
例
給
付
（
児
童
手
当
と
同
額
）
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

・
現
在
受
給
し
て
い
る
人
で
、
次
の

場
合
は
か
な
ら
ず
届
け
出
を

・
転
出
・
転
居
等
に
よ
り
住
所
変
更

し
た
と
き

・
受
給
者
、
ま
た
は
児
童
の
氏
名
を

変
更
し
た
と
き

・
出
生
・
死
亡
等
に
よ
り
養
育
児
童

数
が
変
わ
っ
た
と
き

・
特
例
給
付
の
受
給
者
が
会
社
を
退

職
し
た
と
き

・
問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
係
　
　
⑩
1
1
5
7

墓集

市
斎
場
委
託
職
員

・
募
集
人
員
　
1
名

・
勤
務
内
容
・
時
間

・
火
葬
業
務
他
（
正
規
職
員
の
補
助

的
業
務
）
9
時
4
5分
～
1
7時
3
0分

・
委
託
金
額

月
額
　
2
6
0
、
5
9
0
円

・
そ
の
他

・
経
験
は
問
い
ま
せ
ん

・
休
日
は
「
友
引
の
日
」
及
び
「
別

に
定
め
る
日
」
（
年
間
約
8
0日
）

・
申
込
期
限
　
1
月
3
1
日
水

・
問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
係
　
　
⑩
1
1
3
4

保健
衛生課

新会員募集
シルバー人材センター

長門事務所22- 5 6 3 9

● 豊 か な経験 を地 域づ く り に

市内に住んでおられる、おおむね60歳以上
の健康で働く意欲の強い人を募集しています。

現在会員数は285名（男152名、女133名）、
スローガンは「自主・自立」「共働・共助」

● 就業 内容 は

草取り、草刈り、軽作業、家事援助、掃除、
介護、せん定、大工・左官手伝い、障子・ふ
すま張り、宿日直、ペンキ塗り、集金、配達、
店番、事務処理、宛名書きなど

・ お気 軽 にご 相談 を

どんなことでもお気軽にご相談ください。
仕事の発注 を待っています。 仕事の発注は、

電話でも受付けています。

入

会

説

明

会

会　場 期　 日 時　 間

通公民館 2 月20 日(火) 11 :  00～14 :  00

俵山公民館 2 月21 日(水) 11 : 00～14 :  00

仙崎公民館 2 月23 日(金)13 :  30～15 :  00

長門地区広域シル
バ ー人 材 セ ン タ ー 2 月26 日(月) 13 :  30～15 :  00

湯 本温 泉休 憩所 2月27日火 13 :  30～14 :  30

26 日は市 内全域、27日は湯 本・大畑 地区です。

通・俵山地区は全員集会を併せて行います。

募集

市
営
住
宅
入
居
者

建設課

・
所
在
　
市
内
全
域

・
種
別
・
家
賃
（
月
額
）

第
1
種
市
営
住
宅
　
5
、
9
0
0

円
～
4
4
、
0
0
0
円

第
2
種
市
営
住
宅
　
5
、
9
0
0

円
～
3
5
、
0
0
0
円

・
資
格

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を

有
す
る
人

②
同
居
か
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族

が
い
る
人
（
高
齢
者
等
は
除
く
）

③
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
な
人

④
入
居
の
申
込
み
を
し
た
日
に
お
い

て
、
公
営
住
宅
法
の
規
定
（
第
1

種
は
月
額
1
1
万
5
千
円
～
1
9
万
8

千
円
、
第
2
種
は
月
額
1
1
万
5
千

円
以
下
）
に
よ
る
収
入
基
準
に
該

当
す
る
人

・
申
込
受
付

・
期
間

1
月
1
9
日
金
～
2
月
2
日
金

・
場
所
　
建
設
課
ま
た
は
各
出
張
所

・
手
続
き
　
建
設
課
ま
た
は
各
出
張

所
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
、

次
の
書
類
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

①
本
人
及
び
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
等
の
世
帯
全
員
の
住
民
票

②
本
人
及
び
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
等
の
平
成
6
年
分
所
得
証
明
書

③
本
人
及
び
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
等
で
、
給
与
所
得
者
は
平
成
7

年
分
の
給
与
所
得
源
泉
徴
収
票
の

写
し
、
事
業
所
得
者
等
は
平
成
7

年
分
の
収
支
明
細
書
の
写
し
（
入

居
申
込
者
に
て
作
成
す
る
こ
と
）

・
選
考
方
法

審
査
の
う
え
有
資
格
者
を
選
考
し
、

公
開
抽
選
に
よ
り
入
居
順
位
を
決

定
、
順
次
案
内
を
し
ま
す
。

・
問
い
合
わ
せ

管
理
係
　
　
⑩
1
1
4
7



「
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
」
等
ご
案
内

福祉
事務所

交
通
遺
児
等
育
成
資
金

・
貸
付
対
象
者

自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
死
亡
さ
れ

た
人
の
子
ど
も
、
ま
た
は
重
度
の
後

遺
障
害
者
に
な
ら
れ
た
人
の
子
ど
も

（
0
歳
か
ら
中
学
卒
業
ま
で
）
を
扶
養

し
て
い
る
保
護
者

・
貸
付
金
額

一
時
金
　
　
1
5
1
、
0
0
0
円

毎
月
　
　
　
　
1
9
、
0
0
0
円

入
学
支
度
金
　
4
3
、
0
0
0
円

・
利
子
　
無
利
子

・
返
還
期
間

中
学
校
卒
業
後
一
年
据
え
置
き
、

2
0年
以
内
の
均
等
返
還
、
た
だ
し
高

校
・
大
学
へ
進
学
し
た
場
合
は
、
在

学
中
返
還
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

重
度
後
遺
障
害
者
へ
の
介
護
料
支
給

・
支
給
対
象
者

自
動
車
事
故
に
よ
る
重
度
後
遺
障

害
者
で
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
者

・
介
護
料

入
院
日
額
　
4
、
0
0
0
円

自
宅
日
額
　
2
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

・
問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
係
　
　
⑩
1
1
5
7

公
共
下
水
道
一
部
地
区
供
用
開
始

下水道課

平
成
7
年
度
で
進
め
て
い
た
、
公

共
下
水
道
管
埋
設
工
事
が
完
了
し
ま

し
た
の
で
、
次
の
地
区
は
、
1
月
1

日
か
ら
下
水
道
が
利
用
で
き
る
供
用

開
始
区
域
に
な
り
ま
し
た
。

・
問
い
合
わ
せ

管
理
係
　
　
⑩
1
1
9
0

（
祇
園
町
区
の
一
部
）

（
緑
ヶ
丘
区
の
一
部
）

（
湯
町
区
の
一
部
）

人
口
は
2
5
,
1
1
8
人

前
回
よ
り
9
9
2
人
減

世
帯
数
は
8
、
6
7
0
世
帯
で
増
加

国 勢 調 査

平
成
7
年
1
0月
1
日
を
調
査
期
日

に
実
施
さ
れ
た
国
勢
調
査
の
集
計
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

人
口
は
2
5

、
1
1
8

人
で
前
回

よ
り
9
9
2人
、
率
で
3
.
8％
減
少
し
ま

し
た
。
減
少
幅
は
平
成
2
年
に
比

べ
減
っ
た
も
の
の
、
3
回
連
続
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

世
帯
数
は
8
、
6
7
0

世
帯
で
前

回
よ
り
2
9
1
世
帯
、
率
で
3
.
5
％
増
え

ま
し
た
。
1
世
帯
当
た
り
で
は
2
.
9
0

人
と
平
成
2
年
の
に
3
.
1
2
人
よ
り
減
少

し
、
世
帯
の
細
分
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。

地
区
別
人
口
で
は
通
・
仙
崎
・
俵

山
地
区
と
も
、
昭
和
3
0年
を
ピ
ー

ク
に
毎
回
減
少
し
、
ピ
ー
ク
時
に

比
べ
通
地
区
は
1
.
7
7
0
人
、
率
で
1
3
.
5
％
、

仙
崎
地
区
は
4
.
0
9
9
人
、
率
で
4
0
.
3
％
、

俵
山
地
区
は
1
.
8
6
8
人
、
率
で
5
1
.
2
％
そ

れ
ぞ
れ
減
少
し
ま
し
た
。
深
川
地

区
は
逆
に
増
加
傾
向
が
続
き
、
今

回
も
前
回
よ
り
増
え
ま
し
た
。

地
区
別
世
帯
数
で
は
深
川
地
区
は

前
回
よ
り
3
7
9世
帯
、
率
で
7
.
6％
増

え
ま
し
た
。
そ
の
他
の
地
区
は
人

口
同
様
減
少
し
ま
し
た
。

前
回
調
査
と
同
様
、
周
辺
部
か
ら

中
心
部
へ
と
人
口
や
世
帯
が
移
っ

て
い
く
、
一
極
集
中
型
の
傾
向
が

読
み
と
れ
ま
す
。

男
女
別
人
口
で
は
前
回
に
比
べ
男

は
5
2
5
人
、
率
で
4
.
3
％
、
女
は
4
6
7
人
、

率
で
3
.
3％
減
少
し
、
男
の
減
少
が

女
の
減
少
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

入
口
減
少
の
理
由
に
つ
い
て
は
、

自
然
減
少
（
死
亡
数
が
出
生
数
を

上
回
る
ｌ
昭
和
6
3年
か
ら
）
と
社

会
減
少
（
転
出
が
転
入
を
上
回
る

ー
昭
和
5
2
年
か
ら
）
に
よ
る
も
の

と
推
測
さ
れ
ま
す
。

人口・世帯の推移

平成7 年国勢調査概数

地区

平　成　7　 年 平　成　2　 年 増　 減　 数 増 減率( ％)

世帯数
Ａ

人　　　 口 世帯数
Ｃ

人　　　 口 世帯 数

Ａ 一Ｃ

人口

Ｂ 一Ｄ

世帯数

A/C

人口

B/D総数Ｂ 男 女 総数Ｄ 男 女
通 676 2, 297 1, 075 1, 222 688 2, 547 1, 208 1, 339 △ 12 △ 250 98. 3 90. 2

仙崎 2, 108 6, 078 2, 807 3, 271 2, 166 6, 746 3, 154 3, 592 △ 58 △ 668 97. 3 90』

深 川 5, 353 14, 960 6, 900 8, 060 4, 974 14, 927 6, 879 8, 048 379 33 107. 6 100. 2

俵山 533 1. 783 806 977 551 1, 890 872 1, 018 △ 18 △ 107 96. 7 94. 3

合計 8, 670 25, 118 11, 588 13, 530 8, 379 26, 110 12, 113 13, 997 291 △ 992 103. 5 96. 2

⑨
こ
の
数
は
概
数
で
す
。

後
日
、
総
務
庁
統
計
局
か
ら
公
表
さ

れ
る
結
果
数
値
と
は
相
違
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



長門市民の誕生
おめでとうございます

アルバムを11 月16日、12 月4 日に贈呈した出生児を掲載しています。

杉

原

迅

紀

く
ん

平
成
7
年
7
月
1
4日
（
上
郷
区
）

原

田

麻
結
子

ち
ゃ
ん

平
成
7
年
7
月
1
8日
（
上
川
西
2
区
）

岡

田

優

希

く
ん

平
成
7
年
7
月
2
4日
（
正
明
市
1
区
）

妹

尾

な
つ
み

ち
ゃ
ん

平
成
7
年
7
月
2
6日
（
青
海
区
）

上

田

大

造

く
ん

平
成
7
年
7
月
2
8日
（
板
持
2
区
）

仲

野

晴

裕

く
ん

平
成
7
年
7
月
3
1
日
（
板
持
4
区
）

中

村

美

凪

ち
ゃ
ん

平
成
7
年
8
月
1
日
（
大
日
比
区
）

杉

原

祥

伊

く
ん

平
成
7
年
8
月
3
日
（
白
潟
1
区
）

西

村

ま
り
な

ち
ゃ
ん

平
成
7
年
8
月
8
日
川
（
湊
2
区
）

谷

川

拓

也

く
ん

平
成
7
年
8
月
9
日
（
山
小
根
区
）

田

中

寧

々

ち
ゃ
ん

平
成
7
年
8
月
1
7日
（
新
開
町
区
）

古

田

敦

士

く
ん

平
成
7
年
8
月
1
8日
（
上
川
西
2
区
）

中

野

伸

彦

く
ん

平
成
7
年
8
月
2
9日
（
祇
園
町
区
）



高齢者叙勲受賞

勲
五
等
瑞
宝
章

松
岡
豊
雄
さ
ん8

8歳
（
境
川
区
）

昭
和
2
年
向
陽
尋
常
小
学
校
を

振
り
出
し
に
、
3
6年
間
に
わ
た
り

各
小
学
校
に
奉
職
。
そ
の
間
、
昭

和
2
2年
か
ら
1
5年
余
は
、
通
・
神

田
・
仙
崎
・
向
陽
の
各
小
学
校
長

を
歴
任
。
地
域
教
育
の
振
興
に
尽

力
さ
れ
た
功
績
に
よ
る
も
の
で
す
。

くらし
の情報

募
集

公
正
取
引
委
員
会

消
費
者
モ
ニ
タ
ー

資
格
　
2
0歳
以
上
の
消
費
者

内
容
　
研
修
会
（
年
2
回
）
出
席

や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
協
力
な
ど

任
期

平
成
9
年
3
月
末
ま
で
の
1
年
間

謝
礼

年
額
1
2
、
0
0
0
円
（
予
定
）

応
募
方
法

商
工
観
光
課
に
備
え
付
け
の
用
紙

に
記
入
の
う
え
提
出
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
　
2
月
5
日
月

問
い
合
わ
せ

公
正
取
引
委
員
会
中
国
事
務
所

0
8
2
-
2
2
8
-
1
5
0
1

第
3
4回
山
口
県
身
体
障
害

者
体
育
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

内
容
　
身
体
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

資
格
　
県
内
居
住
者

部
門
　
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校

生
・
一
般
の
部

応
募
方
法
　
福
祉
事
務
所
備
え
付

け
の
応
募
用
紙
ま
た
は
（
ガ
キ

期
限
　
1
月
3
1日
水

送
付
・
問
い
合
わ
せ

〒
7
5
3
　
山
口
市
滝
町
1
-
1

山
口
県
民
生
部
障
害
福
祉
課

登
0
8
3
9
⑩
2
7
6
5

お
知
ら
せ

フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

と
き
　
2
月
1
1
日
日

と
こ
ろ
　
山
口
県
萩
青
年
の
家

人
員
　
3
0人

内
容
　
バ
レ
ン
タ
イ
ン
ア
レ
ン
ジ

参
加
費
　
3
、
0
0
0
円

期
限
　
2
月
2
日
金

申
込
・
問
い
合
わ
せ

山
口
県
萩
青
年
の
家

0
8
3
8
⑩
4
7
3
0

道路愛称決まる

近松・みすゞの道
湯本温泉入口三差路～青海大橋

（現在工事中の県道下関長門線 経由）

10月1 日号広報で愛称を募集した結果
「近松・みすゞの道」と決まりました。

命名者は浅野アキ子さん（湯町区）です。

寒さは水道の大敵です
水道管 の保護は大丈夫 で すか。今一 度点検 を

行い ましょう。 凍結して水 が出ない と き、水 道

管が 破裂した ときは水道課 （　 ⑩1 1 6 9 ） ま
たは指定工事店 に連絡し てくだ さい。

月別修繕当番店

公　道　部 宅　内　部

1月
田村建材( 株）

⑩2036
小田水道工事店

⑩1024

2月 ュタカ空調工業㈱
⑩1330

㈱大工燃料工業所
⑩2219

3月 植中電気工業㈱
⑩2138

五嶋水道工事店
⑩3695

上記以外の指定工事店

朝
と

夜

朝
は
ど
こ
か
ら
や
っ
て
く
る

お
東
の
山
か
ら
ち
ょ
い
と
の
ぞ
き
、

み
る
ま
に
空
を
か
け
ぬ
け
て
、

し
ず
か
に
町
へ
と
降
り
て
く
る
。

木
か
げ
、
床
下
、
そ
ん
な
と
こ
、

朝
日
が
出
る
ま
で
の
ぞ
き
ゃ
せ
ぬ
。

夜
は
ど
こ
か
ら
や
っ
て
く
る
。

床
の
下
か
ら
、
木
か
げ
か
ら
、

む
く
り
む
く
り
と
起
き
て
来
て

ぬ
っ
と
大
き
く
軒
に
立
つ
。

夕
日
は
沈
ん
で
し
ま
っ
て
も
、

雲
の
端
へ
は
と
ど
き
ゃ
せ
ぬ
。

「
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局

み
す
ゞ
全
集
か
ら
」

お めでとうござい ます

長門プロパン22- 0806、三洋商事㈲22- 0342
森永水道㈱22- 4065、㈱東光工業登22- 6210
大隅石油( 株) 22- 6565、長門、萩燃料㈱26- 3658
西日本液化ガス( 株) 25- 3580、天満商店26- 0024
上田プロ パン商事 ⑩0030 、
㈲ オキタ設備サ ービス ⑩4883



保
健
婦
メ
モ

降
圧
剤
の
上
手
な
の
み
方

寒
さ
は
こ
れ
か
ら
が
本
番
。
寒
さ

の
影
響
を
受
け
る
病
気
の
代
表
的
な

も
の
に
高
血
圧
が
あ
り
ま
す
。
高
血

圧
自
体
は
あ
ま
り
苦
痛
を
感
じ
な
い

人
も
あ
り
ま
す
が
、
放
置
し
て
お
く

と
脳
卒
中
や
心
臓
病
、
ま
た
腎
臓
の

障
害
な
ど
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

高
血
圧
の
治
療
は
血
圧
を
下
げ
血

管
の
障
害
を
減
ら
す
こ
と
が
目
的
で

す
。
高
血
圧
の
程
度
な
ど
に
あ
わ
せ

て
日
常
生
活
の
改
善
や
薬
物
療
法
が

お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

服
薬
上
の
注
意

１
降
圧
剤
に
は
多
種
の
も
の
が
あ

る
。

薬
の
作
用
、
副
作
用
も
様
々
な
の

で
お
医
者
さ
ん
や
薬
剤
師
さ
ん
に
よ

く
話
を
聞
き
ま
し
ょ
う
。

２
自
分
で
勝
手
に
薬
を
減
ら
し
た

り
正
め
た
り
し
な
い
。

副
作
用
が
気
に
な
る
と
き
、
効
き

め
が
な
い
と
思
う
と
き
、
薬
を
減
ら

し
た
い
と
思
う
と
き
な
ど
は
充
分
に

お
医
者
さ
ん
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

勝
手
に
量
を
減
ら
し
た
り
中
止
し

た
り
す
る
と
お
医
者
さ
ん
の
ほ
う
で

は
指
示
ど
お
り
飲
ん
で
い
る
と
思
い

薬
の
効
き
め
が
な
い
と
判
断
し
、
量

や
種
類
を
増
や
し
た
り
強
い
薬
に
か

え
た
り
し
て
、
患
者
に
と
っ
て
は
マ

イ
ナ
ス
に
な
り
ま
す
。

1
～
2
回
わ
す
れ
た
り
す
る
ぐ
ら

い
で
は
気
に
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
で
き
る
だ
け
き
ち
ん
と
飲
む

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

３
薬
に
ば
か
り
頼
ら
な
い
。

高
血
圧
の
危
険
因
子
を
と
り
の
ぞ

く
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
心
が
け
る
こ

と
が
血
圧
を
上
げ
な
い
こ
と
に
つ
な

が
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
薬
を
減
ら

す
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

望
ま
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

①
体
重
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
。
肥
満
を

少
し
で
も
解
消
す
る
。

②
塩
分
う
す
め
の
食
事
を
習
慣
づ
け

る
。

③
多
く
の
栄
養
素
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

と
る
。

④
お
酒
は
適
量
で
タ
バ
コ
は
止
め
る
。

⑤
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
な

ど
の
適
度
な
運
動
を
続
け
る
。

⑥
過
労
や
不
眠
な
ど
の
ス
ト
レ
ス
解

消
に
充
分
な
睡
眠
を
と
る
。

血
圧
を
良
好
に
保
つ
こ
と
は
健
康

で
長
生
き
を
す
る
た
め
の
必
要
条
件

で
す
。
高
血
圧
を
改
善
す
る
た
め
に

は
、
治
療
と
併
せ
て
日
常
生
活
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
根
気
よ
く
続
け
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

「
な
が
と
歴
史
散
歩
」
百
編
を
ふ
り
か
え
る
ｌ
①

昭
和
6
2年
6
月
か
ら
、
長
門
市
郷
土
文
化
研
究
会
に
よ
り
掲
載
が
始
ま
り
ま
し

た
「
な
が
と
歴
史
散
歩
」
が
、
平
成
7
年
1
1
月
、
第
1
0
0
回
を
も
ち
ま
し
て
終
了
し

ま
し
た
。
掲
載
し
た
百
編
を
、
2
月
1
5日
号
広
報
と
の
2
回
に
分
け
て
紹
介
し
ま

す
。（
今
回
は
第
1
回
～
第
4
5回
）

広
報
掲
載
文
を
加
筆
、
一
冊
の
本
に
ま
と
め
た
「
な
が
と
歴
史
散
歩
」
が
今
春

発
行
さ
れ
ま
す
。
定
価
千
二
百
円
（
予
約
特
価
千
円
）、
図
書
館
で
予
約
を
受
付
け

て
い
ま
す
。

1
郷
土
ゆ
か
り
の
俳
人

横
山
白
虹

2
毛
利
水
軍
の
な
ご
り

通
の
お
船
謡

3
ル
ー
ツ
は
中
国

西
円
寺
の
ア
オ
バ
ス

4
御
所
原
耕
地
整
理

成
美
の
碑

5
藤
中
の
廃
寺

玉
泉
寺

6
い
ま
も
な
ぞ

義
隆
公
二
つ
の
墓

7
九
州
の
寺
か
ら
き
た

大
寧
寺
の
鐘

8
人
と
鯨
と
の
闘
い

長
門
の
捕
鯨

9
長
州
版
･
ミ
二
“
青
の
洞

門
”
鬼
右
衛
門
の
岩
穴

1
0浦
の
人
情
伝
え
る

青
海
島
の
鯨
墓

1
1
県
下
で
最
古
の
文
書

上
生
上
海
の
土
地
寄
進

状
1
2高
橋
飛
行
士

執
念
の
郷
土
訪
問
飛
行

1
3三
上
山
の
神
仏
た
ち

三
宝
荒
神
と
役
行
者

1
4宮
の
台
に
時
は
流
れ
る

墾
田
記
念
碑

1
5
浦
島
伝
説
な
が
と
版

八
百
比
丘
尼
と
仙
崎

1
6武
田
信
玄
正
室
の
父

三
条
公
頼
の
墓

1
7命
を
か
け
た
難
工
事

金
左
衛
門
の
用
水
路

1
8伝
承
は
郷
土
の
文
化

近
松
翁
の
碑

1
9郷
土
出
身
の
力
士

十
両
・
長
門
洋

2
0築
地
の
丘
に
五
重
の
塔

幻
の
長
門
深
川
廃
寺

2
1
大
寧
寺
峠
建
設
の
立
て
役

者
　
俵
山
村
長
川
崎
雅

太
2
2残
さ
れ
た
大
切
な
自
然

渋
木
八
幡
宮
の
森

2
3霊
験
あ
ら
た
か

真
砂
山
観
音

2
4落
ち
う
ど
伝
説
の
里

清
福
寺
と
青
海

2
5す
ば
ら
し
い
野
外
劇
場

赤
崎
神
社
の
楽
棧
敷

2
6市
内
に
三
か
所

芭
蕉
の
句
碑

2
7「
海
上
ア
ル
プ
ス
」
の
名

づ
け
親
　
横
山
健
堂

2
8お
チ
ョ
ウ
さ
ん
の
贈
り
物

ナ
ツ
ミ
カ
ン
の
原
樹

2
9大
寧
寺
に
眠
る
関
東
の
武

将
　
上
杉
憲
実
の
墓

3
0豪
放
な
漁
師
の
家

早
川
家
住
宅

3
1山
頭
火
も
お
参
り
し
た

円
究
寺
の
観
音
さ
ま

3
2板
持
が
先
祖
の
地

児
玉
花
外

3
3住
吉
大
明
神
が
贈
っ
た

湯
本
温
泉

3
4核
山
に
散
っ
た
深
川
城
主

鷲
頭
弘
忠

3
5湊
浦
の
シ
ン
ボ
ル

妙
見
山
と
妙
現
社

3
6改
元
の
霊
鳥

白
雉
の
碑

3
7仙
崎
の
お
祇
園
さ
ま

八
坂
神
社

3
8戦
国
の
風
情
を
い
ま
に

湯
本
南
条
踊

3
9華
山
と
争
っ
た
名
峰

一
位
ケ
岳

4
0
宗
社
救
っ
た
大
寧
寺

長
門
豊
川
稲
荷

4
1
大
垰
菅
原
社
の
伝
説

道
真
公
と
鶏

4
2
敬
親
公
が
命
名
し
た

観
月
橋

4
3よ
み
が
え
っ
た
童
謡
詩
人

金
子
み
す
ゞ

4
4サ
ル
が
見
つ
け
た
名
湯

俵
山
温
泉

4
5城
主
は
い
ま
も
な
ぞ

城
山

表
紙
の
説
明

新
成
人
の
門
出
に
ふ
さ
わ
し
く
天

候
に
も
恵
ま
れ
た
1
月
3
日
、
該
当

者
4
2
4
名
の
う
ち
、
男
子
1
4
0
名
、
女
子

1
7
4
名
計
3
1
4
名
が
出
席
し
、
中
央
公
民

館
に
お
い
て
、
新
春
恒
例
の
成
人
式

が
華
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
久
し
ぶ
り
の
顔
合
わ
せ

も
あ
る
よ
う
で
、
再
会
に
話
が
弾
ん

で
い
ま
し
た
。

式
典
終
了
を
待
ち
わ
び
た
か
の
よ

う
に
、
「
さ
あ
ー
こ
れ
か
ら
が
本
番
」

と
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
会
場
を
後
に

し
て
い
ま
し
た
。

今
月
の
納
税

市
・
県
民
税
第
4
期

納
付
期
限
　
1
月
3
1日

市
政
の
情
報
は
、
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
「
市
政
だ
よ
り
」

で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

⑩
6
0
3
0

市
の
人
口
（
1
月
1

日
現
在
）

面
　
積
　
1
5
2
・
3
8
k
m

人
　
口
　
2
5
、
4
6
0
人
（
　
　
2
8
）

男
　
1
1

、
8
3
0

人
（
　
　
1
3）

女
　
1
3
、
6
3
0
人
（
　
　
1
5
)

世
帯
数
　
8
、
7
8
7

世
帯
（
　
　
2
）

（
　
　
）
内
は
前
月
比
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